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「３年前が、すぐ昨日のように思えますよ。最

初は、この忙しいときに、何をさせる積もり

か、という感じだったですからね」

「そうだね。あのような状況では、どうせ何を

やってっも同じさ、という気持ちになっている

からね」

「あの時、マスターから、“エンジニアの凍っ

た心を解かすのは、リーダーの熱意しかない。

現状を打破する方法を見つけるために必死に

なって苦しみなさい”と言われたんです」

「そうだったかね。言った方は覚えていないも

のでね」

「あの時は、他人事だと思って簡単に言ってく

れるよ、と思ったんですが、後になって考えて

みたら、それまでの私は、自分は彼らと違うぞ

という気持ちで見ていたし、第一、彼らと同じ

視線で考えていなかったことに気がついたんで

す」

「ほう」

と言って、入れたてのコーヒーを、南海の澄ん

だ海の色を連想させる透明感のあるブルーの

カップに入れて、カウンター越しに差し出し

た。今の彼の気持ちが、たぶんこんな色だろう

と。

「それから、彼らの話を聞き、彼らが抱える問

題を彼らと同じ視線で考え、一緒に議論し、一

緒に対応策を考えるようにしてきました。その

時も、マスターから取り組みの順序を間違えな

いように、というヒントを参考に、最初に要求

仕様の書き方に取り組んで、みんなで意見を出

し合ったんです」

「うまく書けるようになったの？」

「はい、比較するのは難しいですけど、少なく

とも、仕様漏れのバグは大幅に減りましたし、

設計作業もソースの量と比べて、工数は少なく

なっています」

「うん、それは間違いなく要求仕様の書き方が

改善されたという証拠だね」

「そう思います。もっとも、まだ仕様関係のバ

グが全体の１０％ほど出ているので、この原因

のプロセスを追及して行こうと思っています」

「プロセスもだいぶ定着したかな？」

「はい、教えていただいたプロセスフローダイ

アグラムは、組織の皆で議論するのに役に立っ

ています。ISOでのワークフローと違って、プ

ロセスと成果物の合理性が確認出来るので、レ

ビューしやすいですし、微調整が楽です」

「それは良かったね。そこまで活用してくれた

ら、教えた方も教えがいがあるというものだ

ね。エンジニアの皆さんも、変わったのではな

い？」

「そうですね。明るくなりましたね。それまで

は刺々しかったですけど、気持ちの

中に落ち着きが出てきたですね。正

直言って彼らがこんなに変わるのか

と思いましたね」

と言って、コーヒーを啜りながら、

朝の８時前。店の中の準備を終えて、通りの落

ち葉を掃除をするために店の外に出た。会社に

向かう人たちが、信号の変わり目で固まって流

れてくる。

それにしても朝晩がめっきり冷え込むように

なった。草葉の表面は露でしっとり濡れてい

る。街路樹のニセアカシアの葉も、半分ぐらい

に減ってしまった。日光のいろは坂も紅葉の

シーズンを迎えたようだし、店の前の植え込み

のホトトギスの花も、先の方だけになってし

まった。人は気づかなくても、季節は確実に

移っていく。

自分はこうして店の前の落ち葉を掃いたり、花

に水をやったりしているので季節を感じること

ができるが、仕事で、毎日この道を行き来する

人たちは、いったいどれくらい季節を感じてい

るのだろう。“そんな悠長なことを言っておれ

ないよ”なんて言われそうだな。でも、自然の

動きを感じなくなったら寂しい。自分には「朝

顔の栽培」と言うのがあったから、忙しい時で

も、季節を感じながら仕事をしてきたけど。園

芸を趣味にしながら、ソフトウェアの開発を

やっている人って少ないだろうな。

職種によっては、釣りや登山、ダイビングな

ど、季節と触れ合う時間がとれそうだけど、ソ

フトウェア開発の分野では、それすら容易では

ないかも。

　　　　　

「マスター、おはよう」

といってドアを開けていつもの客が入ってき

た。

「あれ、今日は朝から？」

上機嫌な表情で、いつものカウンターの奥に

座った。

「そうなんです。実は昨日、ＣＭＭのレベル２

の認証がとれたんですよ」

「へ～、それは良かったじゃない。そう云え

ば、少し前ににアセスメントがあるようなこと

を言っていたよね」

「はい、それでマスターに知らせたくて、いつ

もより早く家を出てきたんです」

「わぁ、それは光栄だな」

「いえ、マスターには、いろいろ

と教えていただきましたので」

私は、彼の顔を見ながら、

「コーヒーはいつものでいい？」

と聞いた。彼に話しかけている自分の顔が綻ん

でいるのが分かる。

「はい、お願いします」

といって、カウンターの端から灰皿を引き寄

せ、たばこに火をつけた。今の彼は、とにかく

「レベル２」のゴールテープを切ったことで、

ほっとした気持ちで満ちている。ま、こういう

時があってもいいのかな。すぐに現実に引き戻

されるだろうけど、と思いながら、

「あの組織を、３年間よくここまで引っ張って

きたね」

と労いの言葉をかけた。
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先ずは自分たちの「要求仕様」がうま
く書けるようになること。すべてのこ
とは、ここから展開する。

彼はこの３年間の時間を振り返っている。いい

顔だ。実にいい顔だ。“仕事が人を創る”とい

うが、正確には“仕事の仕方が人を創る”と言

うべきだと思った。

「マスターはいつも、仕事の仕方が悪いと人格

を損ねるよ、言っていましたよね。今回、その

意味が分かりましたよ。考えてみると危ないと

ころでしたね」

「私も現役の時に、そうして崩れていった人を

沢山見ているからね。何人かは、淵から引き上

げることができたけど、どうにも出来なかった

人もいる。もうちょっと踏ん張ってくれればと

思ったり、私の方のやり方にまだ工夫が足りな

かったのかと思ったりで、今でも思い出すと辛

いね」

「運良く立ち直った私たちは幸運だったけど、

まだまだ混乱している人たちは沢山いると思い

ます。そこではやはり、嘗ての私たちみたい

に、ぎすぎすした中で仕事をしているのでしょ

うね。今回、自分たちはそのような状況から抜

けることができて、初めて、自分にも何か出来

ることはあるのではと、思うようになりまし

た」

「嬉しいですね。その役は、実際に混乱の淵か

ら這い出る方法を見つけた人だけが出来るもの

かもしれないね。でも、まだまだ必要な知識や

経験が足りないよ。先ずは、現実のあなたの周

りにある問題を抽出し、それを定義し、解決す

る方法を考え、そうして実施してみる。このサ

イクルを何度も回すことですね。そうしていろ

んな場面での答えを手に入れることです」

「自分もそう思っています。レベル２を取った

といっても、ＱＣＤの面ではまだまだ課題は

残っていますし、

組織として安定させることやメンバーの教育の

問題など、レベル３の取り組みの

中で解決方法を探していきます」

「できそうですか」

「はい、ここまで来たのですか

ら。皆もやる気になっていますし」

「いいね。ただ意気込みは買うけど、周りに居

る人たちの表情や、音もなく変化する季節の移

ろいが見えなくなってはダメですよ。あなたの

新しい役割は、そうして現実の問題を解決して

いく中で、“時節到来”の鐘が知らせてくれる

でしょう。それまでは、今の役割に専念した方

がよいでしょうね」

「分かりました。いろいろありがとうございま

した。そろそろ行きますね。また、困ったとき

はここに愚痴をこぼしにきます」

といって、席を立って店を出ていった。

その後ろ姿は、３年前、今日と同じカウンター

の席に座って、チームのメンバーの悪口や上司

への不満ばかり言っていた彼とは別人になって

いた。

人は、自分の人生の終盤の姿まで考えて、その

仕事を選んではいない。だが、たまたま選んだ

仕事で、上手くやる方法を手に入れることが出

来なければ、人格を損ね、人生をも自分の手か

らこぼしてしまうことになる。■
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う
。
そ
の
理
由
は
、
今
日
の
日
本
経
済
の
低

迷
の
原
因
が
、
外
的
要
因
や
景
気
の
問
題
に

す
り
替
わ
っ
て
い
て
、
日
本
の
企
業
の
競
争

力
の
低
下
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
認
識
の
上
で
、
競
争
力
を
回

復
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
実
施
し
な
い
か
ぎ

り
、
産
業
の
空
洞
化
は
防
げ
な
い
し
、
貿
易

赤
字
国
へ
の
転
落
も
避
け
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

半
導
体
に
し
て
も
、
世
界
の
需
要
が
ゼ
ロ
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
残
っ
た
需
要
を
獲

得
で
き
ず
、
自
分
た
ち
が
供
給
市
場
か
ら
退

出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
は
、
競
争
力
の
問

題
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
日
本
企
業
の

経
営
者
が
、
ま
る
で
「
Ｉ
Ｔ
不
況
」
の
せ
い

に
し
て
、
経
営
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う
姿

勢
で
大
量
の
リ
ス
ト
ラ
を
発
表
し
て
い
る

が
、
こ
れ
で
は
何
も
解
決
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

企
業
に
競
争
力
が
な
い
か
ぎ
り
、
た
と
え
、

半
年
後
に
ア
メ
リ
カ
の
回
復
に
続
い
て
世
界

経
済
が
回
復
に
向
か
う
と
し
て
も
、
真
っ
先

に
潤
う
の
は
、
競
争
力
の
あ
る
企
業
で
あ
っ

て
、
日
本
に
回
っ
て
く
る
の
は
、
そ
こ
か
ら

溢
れ
た
分
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ

う
。
こ
の
状
況
は
、
既
に
二
〇
〇
〇
年
を
挟

ん
で
、
一
度
起
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

今
こ
そ
、
我
が
国
の
企
業
が
競
争
力
を
失
っ

た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
回
復

す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
、
真

剣
に
考
え
、
早
急
に
対
応
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
世
界
経
済
の

中
の
日
本
の
椅
子
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

た
と
え
ば
、
二
一
世
紀
の
社
会
基
盤
を
築
く

た
め
の
実
験
場
を
、
世
界
の
企
業
に
提
供
し

た
り
、
バ
イ
オ
技
術
を
使
っ
た
新
し
い
医
療

や
環
境
改
善
を
模
索
す
る
「
場
」
を
誘
致
し

た
り
し
て
、
世
界
の
先
頭
を
行
く
技
術
の
芽

を
育
て
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
学
生
も

連
日
、
リ
ス
ト
ラ
の
ニ
ュ
ー
ス

が
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
て
い

る
。
久
し
ぶ
り
に
一
時
帰
休
の

ニ
ュ
ー
ス
も
流
れ
出
し
た
。
日

本
経
済
は
、
土
砂
崩
れ
と
地
割

れ
を
前
に
し
て
、
今
や
立
ち
往

生
の
状
態
で
あ
る
。

方
や
「
構
造
改
革
な
く
し
て
景

気
回
復
な
し
」
と
い
っ
て
、
財

政
を
改
善
す
べ
く
、
特
殊
法
人

の
天
下
と
な
っ
た
歯
車
を
外
そ

う
と
し
て
い
る
。
だ
が
一
方

で
、
今
、
財
政
を
引
き
締
め
る
の
は
、
危

篤
状
態
の
患
者
に
繋
が
っ
た
チ
ュ
ー
ブ
を

外
す
よ
う
な
行
為
だ
と
言
い
合
い
な
が

ら
、
何
も
決
ま
ら
ず
半
年
、
一
年
と
過
ぎ

て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
て
、
日
本
経
済
の
仕
組

み
を
変
え
な
い
と
ダ
メ
だ
と
言
わ
れ
て
一

〇
年
過
ぎ
た
が
、
「
規
制
緩
和
」
も
「
構

造
改
革
」
も
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。

「
あ
る
日
気
づ
い
て
み
た
ら
、
取
り
組
み

が
一
〇
年
も
遅
れ
て
い
た
の
は
な
ぜ
か
？

　
そ
れ
は
、
何
を
や
る
か
を
具
体
的
に
決

め
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ど
こ
ま

で
進
ん
だ
か
を
誰
も
追
跡
し
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
」
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

そ
う
し
て
も
た
も
た
し
て
い
る
間
に
、
コ

ス
ト
差
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
、
中
国
な

ど
へ
製
造
業
の
移
転
が
進
ん
だ
。
そ
の
折

り
返
し
で
、
輸
入
物
価
の
低
価
格
化
で
国

内
物
価
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
流
通
の

構
造
改
革
が
進
み
、
国
内
の
小
売
り
価
格
が

下
が
っ
た
。
世
間
で
は
「
デ
フ
レ
」
と
呼
ん

で
い
る
が
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
小
売
り
ま

で
の
間
に
余
分
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
中
間

搾
取
の
仕
組
み
が
外
れ
た
分
も
少
な
く
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
価
格
競
争
に
破
れ
た
企
業
が
淘
汰

さ
れ
、
そ
の
過
程
で
失
業
者
が
出
始
め
た
。

こ
れ
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
か
の
よ
う

に
、
頼
み
の
「
Ｉ
Ｔ
景
気
」
が
縮
み
、
日
本

の
得
意
の
製
造
業
に
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て

し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
で
起
き
た
航

空
機
に
よ
る
テ
ロ
や
、
そ
の
後
の
炭
素
菌
に

よ
る
混
乱
が
、
世
界
の
経
済
活
動
を
大
き
く

後
退
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

こ
の
一
〇
年
、
減
益
続
き
で
体
力
が
弱
っ
て

い
た
日
本
の
企
業
に
と
っ
て
は
、
戦
後
最
大

級
の
ダ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
首

相
の
「
多
少
の
痛
み
は
・
・
・
」
の
言
葉
に

乗
じ
る
形
で
、
多
く
の
日
本
の
企
業
は
、
こ

ぞ
っ
て
リ
ス
ト
ラ
に
踏
み
切
っ
た
た
め
、
公

称
で
の
失
業
率
が
五
％
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ

た
。
も
っ
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
計
算
で

は
一
〇
％
に
も
達
し
て
い
る
こ
と
は
、
総
務

省
自
身
が
公
表
し
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

こ
の
現
実
に
、
さ
す
が
の
首
相
も
「
三
〇
兆

円
」
の
枠
に
拘
り
き
れ
ず
、
あ
っ
さ
り
と
財

政
の
出
動
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
だ

が
、
こ
の
方
法
で
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
悪
く
な
る
だ
ろ

音音

　
今
の
日
本
は
、
国
全
体
が

惰
性
で
動
い
て
い
る
。
国
と

し
て
の
向
上
の
目
標
を
見

失
っ
た
し
、
世
界
の
中
で
の

役
割
も
、
良
く
見
え
て
い
な

い

。

政

治

家
は
た
だ
自
分
た
ち
の

議
席
（
就
職
先
）
を
確

保
せ
ん
が
た
め
に
、
選

挙
の
ル
ー
ル
を
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
」
は
、
こ

の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

と
言
い
な
が
ら
、
昨
日

と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
大

学
生
は
、
大
学
生
活
を
満
喫
す
る
な
ん

て
言
い
な
が
ら
、
漫
然
と
「
学
生
」
を

続
け
て
い
る
。
医
者
も
教
師
も
役
人

も
、
惰
性
で
働
い
て
い
る
。

　
大
人
た
ち
は
、
自
分
の
仕
事
と
社
会

と
の
接
点
を
見
出
せ
ず
、
た
だ
「
生
活

の
た
め
」
と
い
う
言
い
訳
の
箱
の
中
で

日
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
横
で
、
感
受

性
の
強
い
子
供
た
ち
は
、
「
向
上
」
の

意
味
を
見
出
せ
ず
反
抗
し
て
い
る
。

仕
事
を
進
め
る
た
め
の
技
量
を
向
上
さ

せ
れ
ば
、
仕
事
が
は
か
ど
り
楽
し
く
な

「
人
に
と
っ
て
最
も
恐
ろ
し
い
の
は
、
惰
性
で
日
を

送
る
こ
と
で
あ
る
。
向
上
心
が
あ
れ
ば
、
飽
き
る
こ

と
が
な
い
。
仕
事
・
生
活
の
中
に
、
向
上
の
道
を
残

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
向
上
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
　
　
（
西
堀
栄
三
郎
：
南
極
越
冬
隊
隊
長
）

る
。
そ
の
こ
と
が
社
会
に
貢
献
す
る
と

な
れ
ば
張
り
合
い
も
出
る
。
存
在
の
実

感
は
、
生
き
る
力
と
な
る
。
他
に
も

「
向
上
」
の
テ
ー
マ
は
あ
る
。
知
識
の

量
や
質
の
向
上
は
、
生
活
を
豊
か
に
し

て
く
れ
る
。
見
え
な

か
っ
た
世
の
中
の
仕

組

み

も

見

え

て

く

る
。
そ
し
て
世
の
中

で
自
分
が
出
来
る
こ

と
も
見
え
て
く
る
。

　
七
〇
年
、
八
〇
年

の
人
生
が
、
長
い
の

か
短
い
の
か
今
の
私

に
は
解
ら
な
い
。
で
も
少
な
く
と
も
、

自
分
の
人
生
の
意
味
を
認
識
し
て
了
え

た
い
。

含
め
て
、
新
し
い
時
代
の
役
割
を
獲
得
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
が
得
ら
れ
る
。
そ
こ
で
個
人
が

競
争
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼

ら
を
擁
す
る
企
業
の
競
争
力
も
高
ま
る
し
、

そ
の
ま
ま
、
国
の
競
争
力
に
繋
が
っ
て
い

く
。
す
で
に
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
や
マ
レ
ー
シ
ア
で
行
わ
れ
て
い

て
、
他
に
も
供
給
者
が
現
れ
る
可
能
性
が
あ

る
以
上
、
対
応
が
遅
い
と
そ
の
役
割
も
手
に

入
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

「
遅
い
」
と
い
う
こ
と
は
罪
で
あ
る
。
そ
れ

が
国
で
あ
れ
ば
一
億
人
が
救
わ
れ
な
い
。
こ

れ
が
「
罪
（
不
作
為
罪
）
」
で
な
く
て
い
っ

た
い
何
と
呼
べ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
一
〇
年

間
、
適
切
な
対
応
を
遅
ら
せ
、
こ
の
う
え
、

企
業
の
競
争
力
の
回
復
を
遅
ら
せ
て
し
ま
え

ば
、
日
本
は
「
た
だ
の
小
国
」
に
な
っ
て
し

ま
う
。
極
東
の
「
た
だ
の
小
国
」
に
、
世
界

は
ど
の
よ
う
な
興
味
を
示
す
だ
ろ
う
か
。
■

遅いことは「罪」
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